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表3氷見市床鍋モミ林の主な樹種の胸高直径階級分布
胸高直径階級(cm》
種名99-9089-8079-7069-6059-5049-4039－3029－2010－99－合計
111
??）?．??????
モミ
コナラ
ヤブッバキ
ウラジロガシ
ヒサカキ
ァオハダ
ァヮブキ
ヤマモミジ
??
??????
表4氷見市床鍋モミ林の主な樹種の樹高階級分布
樹高階級(、）
種名Z5－Z423－22Z1－2019－1817－1615－1413－1211－109－87－65－43－22合計
??）?????????
31”モミ
コナラ
ヤブッバキ
ウラジロガシ
ヒサカキ
ァオハダ
ァヮブキ
ヤマモミジ
1 11
?．?）（??）
?
?
14
31
（DBH＞1cm），アカガシ林で3.6～8.9（DB
H＞1cm）であるから，このモミ林分は照葉樹
林の最も多様な林分に匹敵する種多様性を持つ
と考えられる。
種別の密度と基底面積合計を表2に示した。
最も多く出現した種はヤブツバキ（750/ha）
で，ついでウラジロガシ（400/ha），ヒサカ
キ（325/ha）と続いた。これらの種はウラジ
ロガシ林の構成種で，九州・四国に分布するモ
ミ林でも亜高木層以下に出現している（中尾，
1985）。
全個体の基底面積合計は825㎡/haで，これ
までに報告されているモミ・ツガ林の基底面積
合計（37.4～112.6㎡/ha）の変動範囲に含まれ
ていた。モミの基底面積は59.9㎡/haで，基底
面積合計の72.6％を占め，最も優勢であった。
モミに続いて基底面積の多い種はコナラ（5.3
％），ヤマザクラ（4.5％），アカマツ（45％）の
順であった。コナラやアカマツは氷見地方の二次林
構成種であり，このモミ林が以前，モミを残して，
それ以外の樹木が伐採され，その後放置されたため
に，周囲の二次林からアカマツやコナラが侵入して
きたと考えられた。
樹高(、）
100
??、
1蓮 第3層
蝿而禰而両面而而nnn 第4層
”
…、
608010012瞳
順序
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図3氷見市床鍋のモミ林の樹高分布
横軸の順序は最も高い個体から低い個体まで順につけた番号
値は愛媛県米野々（二宮ら，1985；DBH＞4cm）
や鹿児島県屋久島（明石ら，1994：DBH＞3cm）
のモミ林のα値に比べて，低い値であっが，仙台綱
木山のモミ林（平吹・阿部，1993；h＞1.3m）や県
内のツガ林（α値＝82；佐藤ら，1999）に比べて
高く，さらに県内の照葉樹林（α値＝L2．44）よ
り2倍以上も高い値であった。照葉樹林の種多様性
指数は，伊藤・宮田（1977）によると，シイ林で6
5～9.5（DBH＞lcn]），ウラジロガシ林で5.2～8.9
2．胸高直径階級分布，樹高階級分布と階層構造
主な樹種の胸高直径階級分布を表3に示した。モ
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ツバキは2m階級から8－9m階級まで連続的
に分布するが，4－5m階級に最も多く出現し
た。
樹高から見た階層構造を調べるために樹高分
布を図3に示した。この図より，4層の階層構
造が読みとれた。第1層と第2層の境界は釦、
第2層と第3層の境界は10mと推定された。第
3層に多くの個体が分布し，第4層との境界は
3mにあると推定された。
林分の階層構造をM－加図（Hozumi，1975）
を用いて解析した結果を図4に示した。M－j0
図は出現した樹木の個体重を大きな個体から順
に，ある個体重皿までの平均個体重（M1）と
その時の個体重（皿）の関係を図示したもので
ある。M一加図を作るにあたって，個体重加の
近似値として胸高直径の2分の5乗値を用いた嚢
この図からモミ林は3層に区別され，第1層と
第2層の境界は直径40cm，第2層と第3層の境
界は直径20cmに存在すると考えられた。第1層
はモミとアカマツだけであり，第2層にはウラ
ジロガシやコナラなどが含まれた。第3層には
ヤブツバキやヒサカキ，ユズリハなどの低木が
含まれた。3つの階層からなるこの床鍋のモミ
林は，二宮ら（1985）が報告している愛媛県米
野々のモミ・ツガ林の4層構造より，1階層少
なかった。
／M100000
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氷見市床鍋のモミ林のM－加図
M：i番までの平均個体重；ぬ：i番の個体車。
◆，□’○はそれぞれの階層に属する個体を表す。
曲線はそれぞれの階層に属するプロットの近似曲線“
図4
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---口--‐ウラジロガシ
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方形区の大きさ
氷見市床鍋のモミ林の主要樹木の16分布
◇と□，△’○はIjが統計的に1と有意差なし，
■と▲，●は16が統計的に1より大きいことを示す曇
図5
3．樹冠面積と主要構成種の分布様式
全個体の樹冠面積合計は3.26ha/haで，平均
すると地表面の上には3層の樹冠があることに
なる。モミは最上層で樹冠を広げ，調査区の約卯％
を被陰していた。次に樹冠面積合計が多い種はヤブ
ツバキで高さ9m以下の第3層で，樹冠を広げ調査
区の約45％を被陰していた。ヤマザクラは高さ18m
以下の第2層で樹冠を広げ，調査区の約34％を被陰
していた。
Morisita（1959）の16法を用いて，方形区内に
おける個体分布を解析した。その結果を図5に示し
た。モミは規則分布を示し，ウラジロガシ，ヒサカ
キ，ヤブツバキは集中分布を示した。モミを除く全
個体の分布はほぼランダム分布を示した。ウラジロ
ガシとヒサカキは6～12㎡のパッチをつくり，ヤブ
ツバキとモミ以外の樹木は約25㎡のパッチをつくっ
ていることが推定された。この結果は中尾（1985）
が九州のモミ・ツガ林で報告している結果とほぼ同
様であった。
ミは60-69cm階級から90-99cm階級まで，連続して
出現した。最大の個体は胸高直径98cmであった。し
かし，モミは59cm以下の階級には出現しないことか
ら，連続的な更新が行われていないと推定された。
コナラも10-19cmから30-39cm階級まで連続的に出
現するが，9cm以下の階級には出現していない。ヤ
ブツバキとウラジロガシはlO-19cm階級以下に連続
的に分布していた。
主な樹種の樹高階級分布を表4に示した。20-21
m階級以上にモミの全個体が分布し，林冠を構成し
ていることがわかる。モミの最大樹高は25mであっ
た。モミが作る林冠の下には，10-11mから16-17
m階級には，コナラとウラジロガシが分布し，階層
構造が見られた。ウラジロガシの樹高階級分布は2
m階級から14-15m階級まで連続的であることから，
連続的な更新が行われていることを示唆する。ヤブ
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4．林床植物
毎木調査を行った調査区に出現した，樹高2m未
満の植物の優占度・群度を観察した結果を以下に記
す。林床の植被率は30％。
1．1：ヤブコウジ，ヒメアオキ，ヤブツバキ
＋：ヒサカキ，シロダモ，ウラジロガシ，モミ，
チゴユリ，タチツポスミレ，ツルアリドウシ，フユ
ヅタ，ウリハダカエデ，ナルコユリ，ジャノヒケ，
イワガラミ，シシガシラ，キンラン，ウリノキ，キッ
コウハグマ，アキグミ，トキワイカリソウ，サンショ
ウ，フジ，コシアブラ，ベニシダ，ユズリハ，ニシ
ノホンモンジスゲ，シュロ，オオバクロモジ、ヤマ
ノイモ，ムラサキシキブ，ツルアリドウシ
出現種数は33種で，林冠を構成するモミの実生か
観察された。林床にヤブコウジやジャノヒゲ，ヤブ
ツバキが観察され，ウラジロガシ林の林床植物相と
類似していた。
まとめ
氷見市床鍋にあるモミ林の林分構造を，毎木調査法
により解析した。この結果，県内の照葉樹林よりも種
数が多い多様性に富んだ林分であることがわかった。
階層構造も発達しており，樹高階級では4層に，個体
重分布からは3層に分けられた。その第1層に出現す
るモミは，連続的にそれぞれの階級に分布していない
ことから，連続的な更新が行われていないと推定され
た。また，第2層から第3層に出現するウラジロガシ
やヤブツバキは連続的に発生していることが推定され。
将来的にはコナラやヤマザクラ，アカマツにとって替
わり，第2層や第3層の優占種になる可能性が示唆さ
れた。
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